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北区で区民が研修会

京
都
市
北
区
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
こ
の

ほ
ど
ヽ
同
区
の
鳳
徳
会
館
で

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
し
た
研
修
会
を
開

い
た
。
視
覚
に
障
害
の
あ
る

男
性
が
、
災
害
が
発
生
し
た

際
の
不
安
な
ど
を
語
り
、
参

加
し
た
区
民
約
五
十
人
が
熱

心
に
耳
を
傾
け
た
。

地
元
の
鳳
徳
学
区
で
は
昨

年
度
か
ら
、
災
害
時
に
安
否

確
認
な
ど
で
配
慮
が
必
要
な

人

へ
の
支
援
体
制
と
地
域
福

祉

の
あ
り
か
た
を
テ
ー

マ

に
、
災
害
時

の
障
害
者

ヘ

の
対
応
に
つ
い
て
研
修
を
重

ね

て
き
た
。
同
学
区
が

培

っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
北
区

障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
、
災
害
時
に
配
慮
が

必
要
な
人
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

う
参
加
者
た
ち

全
ふ
都
市
北
区
）

民
で
共
有
し
よ
う
と
、
北
区

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で
つ

く
る
同
セ
ン
タ
ー
が
企
画
し

た
。研

修
会
で
は
、
市
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員

が
、
支
援
活
動
で
訪
れ
た
台

風
や
地
震
の
被
災
地
の
実
情

を
紹
介
。
普
段
か
ら
地
域
の

福
祉
力
を
高
め
て
お
く
重
要

性
を
訴
え
た
。

そ
の
後
、
視
覚
に
障
害
の

あ
る
城
野
時

一
さ
ん

（６７
）

が
、
災
害
時
の
不
安
を
語

っ

た
。
城
野
さ
ん
は
、
災
害
が

あ

っ
て
も
素
早
く
移
動
で
き

な
い
▽
避
難
所

で
情

報
提

供
が
文
字
で
は
読
め
な
い
▽

聴
覚
障
害
者
は
、
放
送
が
分

か
ら
な

い
▽
車

い
す

で
は

二
、
三
段
で
も
段
差
の
あ
る

体
育
館
で
は
出
入
り
が
困

難
―
と
い

っ
た
視
覚
障
害
に

伴
う
懸
念
を
伝
え
、

「家
庭

で
も

一
度
、
話
し
合

っ
て
み

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け

た
。同

学
区
社
協
の
黒
田
清
太

郎
会
長

（７‐
）
は

「災
害
時
に

配
慮
や
支
援
が
必
要
な
人
た

ち
に
つ
い
て
、
想
像
以
上
に

知
ら
な

い
こ
と
が
多
か

っ

た
。
〈
マ
後
、
要
支
援
者
の
地
図

作
り
な
ど
に
取
り
組
み
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

（高
橋
道
長
）

「地域の福祉力向上を,」

避難に時間かかるなど視覚障害者が不安語る


